
牛・豚・鶏は何を食べて育つの？

一般的に、牛は牧草などの「粗飼料」と

穀物などを原料とする「濃厚飼料」の2種類、

豚と鶏は主に「濃厚飼料」を食べて

育っています。

A

第1章  お肉が食卓にとどくまで

鶏は生後どのくらいで出荷される？

肥育速度が早いブロイラー（肉用鶏）は

生後約50日で出荷されます。

A

第1章  お肉が食卓にとどくまでQ6 Q7

ブロイラーのライフサイクル

採卵（種鶏場）

0 約50日齢
約3kg体重

ふ卵場 生産農場

出荷ふ化

成体重 （♂） ：約5.5kg
 （♀） ：約4.0kg
産卵数：年100 ～ 120個

白色コーニッシュ

成体重 （♂） ：約5.0kg
 （♀） ：約3.6kg
産卵数：年160 ～ 200個

白色プリマスロック

種鶏の成体重・産卵数

イネ科牧草、マメ科牧草、
青刈りトウモロコシ、野草、わら  など

粗飼料

大麦、トウモロコシ、大豆、
フスマ、米ヌカ、油粕類、魚粉  など

濃厚飼料

反芻
はん　すう

牛の第一胃は容量が大きく、2Lペットボトル100本分もの液体が
入るほど大きいといわれています。また、開いた形がわらなどで
編まれた蓑に似ていることから、「ミノ」と呼ばれる畜産副生物と
して親しまれています。

牛の第一胃

21日間

　ブロイラーは一括管理されながら、ひなになる卵
を生産する「種鶏場」、卵からひなをかえす「ふ卵
場」、ひなを育てる「生産農場」へと場所を移して飼
育されます。
　「種鶏場」で種鶏（親鳥）から生まれた卵は「ふ卵
場」へ運ばれ、21日間、30℃以上で温められてふ化
します。ひなは「生産農場」へ運ばれた後、同じ日
に生まれたひなといっしょに育てられ、生後約50日
で約3kgまで成長すると出荷されます。

　ひなは体温調整の機能が不十分なため、生後3
～ 4週間は給温して育てるなど、飼育環境の管理
が重要です。人や野鳥、犬から持ち込まれる病原
菌などからひなを守るために、窓が無く、空調など
をコンピューターで管理する鶏舎や、同じ日に飼育
を開始したひなを一度に出荷し、空になった鶏舎を
徹底的に消毒・洗浄する「オールイン・オールアウ
トシステム」を取り入れる農家も多くあります。

　『粗飼料』はイネ科牧草やマメ科牧草、青刈りト
ウモロコシなどの飼料作物、野草、わらなどで、消
化器の機能を安定させるために不可欠な繊維質を
多く含んでいます。『濃厚飼料』は主に大麦、トウ
モロコシ、大豆などの穀物、フスマや米ヌカなどの
糟糠類、食用油を製造する際に発生する油粕類、
脱脂粉乳や魚粉といった動物性原料によるものが
あり、たんぱく質、炭水化物、脂質を多く含んでい
ます。
　 『牛』は胃が4つあり、一度飲み込んだ飼料を口

に戻してもう一度よく噛んでから飲み込む「反芻」と
いう食べ方をしています。反芻動物は粗飼料のみ
での飼育も可能ですが、早く太らせてサシの入った
良質の牛肉を生産するために肥育期間は主に濃厚
飼料を与えています。胃が1つしかなく生まれてか
ら半年程度で出荷される『豚』は特別な場合を除き
濃厚飼料のみ、『鶏』の大部分を占める「ブロイ
ラー」も2か月弱で出荷されるため基本的には濃厚
飼料のみを与えています。
　また、国内で生産される、あるいは海外から輸入
される飼料および飼料添加物の安全性の確保と品
質を図るため、『飼料の安全性の確保及び品質の
改善に関する法律（飼料安全法）』に基づいて、飼
料などの製造などに関する規制、飼料の公定規格
の設定とこれによる検定などを行っています。
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